
特集　平成25年度津別町の予算

～76億円の使い道～

今月の表紙 卒園式を前に青葉幼稚園の園児たちが町長室を訪問しました

温故知新

民生委員・児童委員を５期15年

旭町　中川　孝敏さん

まちの話題　町議として地方自治に貢献　鹿中順一さんに北海道社会貢献賞

食農教育応援事業　ＪＡつべつから補助教材寄贈



一
般
会
計
予
算
額
を
科
目
別
に
見
た

の
が
下
の
グ
ラ
フ
１
で
、
歳
入
は
左
下

の
円
グ
ラ
フ
で
す
。

国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
が

27
億
円
（
前
年
度
比
０
・
９
％
増
）
で

歳
入
の
52
・
１
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
国
・
道
支
出
金
、
地
方
譲
与
税

な
ど
を
加
え
た
も
の
が
依
存
財
源
と
言

わ
れ
る
も
の
で
、
歳
入
全
体
の
73
・

３
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
債
は
地
域
医
療
維
持
助
成

に
よ
る
衛
生
債
及
び
町
営
住
宅
等
建
設

整
備
事
業
に
よ
る
住
宅
債
の
増
額
に
よ

り
、
前
年
度
比
12
・
２
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

一
方
、
自
主
財
源
の
う
ち
町
税
は
５

億
４
７
７
８
万
円
で
、
前
年
度
よ
り

１
・
４
％
の
減
。
使
用
料
・
財
産
収
入

等
は
１
億
６
２
８
９
万
円
で
前
年
度
比

15
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
右
下
の
円
グ
ラ
フ
は
歳
出
を

科
目
ご
と
に
表
し
て
い
ま
す
。
歳
出
の

10
・
９
％
を
占
め
る
公
債
費
は
、
事
業

を
実
施
す
る
と
き
に
借
り
た
お
金
の
償

還
金
で
５
億
６
３
４
６
万
円
を
支
払
う

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら
比

較
す
る
と
５
４
１
３
万
円
の
減
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

総
務
費
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
に
２
０
９
２
万
円
。
民
生
費
で
は
、

障
害
者
総
合
支
援
事
業
に
１
億
８
９
４

８
万
円
、
児
童
手
当
等
扶
助
費
に
７
２

３
６
万
円
。
衛
生
費
で
は
、
共
同
墓
地

整
備
事
業
に
７
６
７
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

農
林
業
費
で
は
、
鳥
獣
被
害
防
止
総

合
対
策
事
業
に
７
３
０
９
万
円
。
商
工

費
で
は
商
工
振
興
補
助
費
等
に
１
１
２

５
万
円
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
補
助
費
等
に

８
６
４
万
円
を
計
上
。
土
木
費
で
は
、

町
営
住
宅
等
建
設
整
備
事
業
に
１
億
６

４
７
６
万
円
、
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
建

設
整
備
事
業
に
６
９
４
２
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
費
で
は
、
小
学
校
施
設

整
備
事
業
に
１
６
９
８
万
円
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
経
費
と
し
て
３
６
０
７
万
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
の
主
要
事
業
の
内
容
、
予

算
額
に
つ
い
て
は
、
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
表
２
は
、
今
年
の
一
般
会
計

の
予
算
額
を
町
民
一
人
当
た
り
で
割
り

返
し
た
金
額
で
す
。
町
民
５
４
８
０
人

の
一
人
当
た
り
の
金
額
は
、
約
94
万
５

９
８
５
円
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
目

に
振
り
分
け
ら
れ
た
予
算
は
、
ま
ち
づ

く
り
や
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
役
立
て
ら

れ
ま
す
。

依

存

財

源

町
民

予
算

歳
入
の
７
割
以
上
を

占
め
る
依
存
財
源

町
民
一
人
当
た
り
予
算

額
94
万
５
９
８
５
円

町
民
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
施
策
を

行
う
た
め
に
経
理
す
る
の
が
「
一
般
会

計
」
で
す
。
平
成
25
年
度
の
一
般
会
計

の
予
算
額
は
、
表
１
の
と
お
り
51
億
８

４
０
０
万
円
で
前
年
度
比
11
・
５
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
町
営
バ

ス
の
廃
止
に
伴
う
基
金
の
組
み
換
え
分

と
し
て
、
４
億
３
６
０
０
万
円
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
実
質
的
に
は
認
定
こ
ど

も
園
の
運
営
・
建
設
準
備
に
伴
う
費
用

や
住
宅
整
備
事
業
な
ど
の
増
額
に
よ
り

２
・
１
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
特
別
会
計
は
、

特
養
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
管
理
経

費
の
増
額
な
ど
に
よ
り
８
・
８
％
の

増
。
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、
下
水

道
整
備
費
の
増
額
に
よ
り
７
・
９
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
企
業
会
計
で
あ
る
上
水
道
事

業
会
計
に
つ
い
て
は
、
建
設
改
良
費
の

減
額
な
ど
に
よ
り
31
・
３
％
の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
の
予
算
総
額
は
75
億
９

７
３
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

平成25年度会計別予算額の内訳

地方交付税

27億円（52.1％）

依存財源

自主財源
26.7％

73.3％
国道支出金
5億2,937万円
（10.2％）

町債 3億9,870万円

その他
1億7,491万円

(7.7%)

町税

5億4,778万円

(10.6%)

繰入金

6億2,871万円

(12.1%)

使用料・財産収入等 1億6,289万円（3.2％）

諸収入 4,164万円（0.8％）

総務費

12億3,976万円

（23.9％）

民生費

9億2,400万円

（17.8％）衛生費

6億7,375万円

（13.0％）

農林業費 3億1,043万円（6.0％）

（10.7％）

商工費
7,180万円（1.4％）

土木費

5億 5,414万円

消防費
2億3,678万円
（4.6％）

教育費

5億3,091万円
（10.2％）

公債費

5億6,346万円

（10.9％）

議会費 7,073万円（1.4％）

予備費 500万円（0.1％）

労働費
114万円（0.0％）

災害復旧費

210万円（0.0％）

総　額

51億8,400万円

◆グラフ１ 一般会計予算額の科目別内訳

【歳入】 【歳出】

【表１】

(3.3%）

総務費

土木費

商工費 農林業費

教育費

議会費

予備費
12,907円226,234円13,102円

101,121円383円

208円56,648円

43,208円96,881円912円

【表２】（一般会計分）

町民１人当たり予算額　

945,985円消防費災害復旧費

168,613円122,947円

民生費衛生費労働費

公債費

102,821円

※平成25年２月末現在の住民基本

台帳人口5,480人で計算しています。

一
般

会
計

平成25年度の町の予算が、町議会の審議を経て決定しました。

予算の総額は75億9,730万円で、前年度比7.8％の増となりました。

また、行政サービスの中心となる一般会計は、51億8,400万円で前年度比11.5％の増。

今後、地方自治体の財政を取り巻く状況は厳しさを増すものと思われますが、効果的な予

算の執行と財政運営に組織一丸となって取り組みます。

今月の特集では、町の予算内容について紹介します。

前
年
規
模
を
上
回
る

特
別
会
計

特
別

会
計

前
年
度
比
で

11
・
５
％
の
増

歳
出

編
成

公
債
費
は
８
・
８
％

の
減
額



e
ご
当
地
グ
ル
メ
の
開
発
に
つ
き
ま
し
て
は
、

有
機
牛
肉
と
津
別
産
野
菜
を
組
み
合
わ
せ

た
商
品
開
発
が
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
試

食
等
を
重
ね
て
改
良
を
加
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
早
期
の
商
品
化
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
農
業
青
年
等
に
よ
る
自
主
的
な
取

り
組
み
に
対
し
て
も
必
要
な
支
援
を
行
っ

て
参
り
ま
す
。

r
認
定
こ
ど
も
園
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

の
併
用
施
設
建
設
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
27
年
４
月
の
開
園
に
向
け
、
運
営
母
体

と
な
る
「
社
会
福
祉
法
人
夢
つ
べ
つ
設
立

準
備
会
」
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
提
供

す
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
な
ど
引
き
続

き
関
係
者
と
の
協
議
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

t
観
光
事
業
の
充
実
に
つ
き
ま
し
て
は
、
上

里
の
「
町
民
の
森
自
然
公
園
」
が
、
一
昨

年
に
道
内
で
二
番
目
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基

地
の
認
定
を
受
け
た
後
、
昨
年
に
は
ガ
イ

ド
組
織
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
の
こ
だ

ま
」
が
結
成
さ
れ
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ

ド
と
し
て
道
内
外
の
方
々
に
充
実
し
た
対

応
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
と

も
、
よ
り
充
実
し
た
事
業
が
展
開
で
き
る

よ
う
必
要
な
支
援
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

y
事
務
事
業
の
民
間
委
託
等
の
推
進
に
つ
き

ま
し
て
は
、
昨
年
９
月
30
日
を
も
っ
て
町

営
バ
ス
を
廃
止
し
、
10
月
１
日
か
ら
は
相

生
線
・
上
里
線
が
混
乗
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

運
行
に
、
開
成
線
は
、
北
海
道
北
見
バ
ス

（株）
が
新
た
に
運
行
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
少
子
高
齢
化
と
過
疎
化
が
進
み
、
利

用
者
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
バ
ス

は
通
学
生
や
高
齢
者
の
移
動
手
段
と
し
て

重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
今
後
と
も
公
共
交
通
の
確
立
、
維

持
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
い
ち
い
の
園
等

の
民
間
移
譲
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
７

月
に
「
社
会
福
祉
法
人
恵
和
福
祉
会
」
と

基
本
合
意
書
を
取
り
交
わ
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
平
成
26
年
４
月
の
移
譲
に

向
け
、
遺
漏
の
な
い
よ
う
取
り
組
み
を
進

め
て
参
り
ま
す
。

u
議
会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
に
つ
き
ま

し
て
は
、
住
民
と
情
報
を
共
有
し
た
町
づ

く
り
の
一
環
と
し
て
、
議
会
側
の
ご
理
解

と
ご
判
断
の
も
と
、
早
期
の
実
現
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

人
づ
く
り
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町

政
の
推
進
を
担
う
人
材
を
育
て
る
こ
と
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
根
幹
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ

と
か
ら
、「
人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
活
動
支

援
事
業
」
を
は
じ
め
、
各
種
研
修
や
交
流
事

業
な
ど
を
通
し
、
な
お
一
層
の
人
材
育
成
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

平
成
22
年
４
月
に
策
定
の
「
津
別
町
新
行

政
改
革
大
綱
推
進
計
画
」
は
、
本
年
度
前
期

５
年
計
画
の
４
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
引
き

続
き
事
務
事
業
の
民
間
委
託
の
推
進
な
ど
、

55
項
目
の
「
行
動
計
画
」
の
検
証
を
行
い
、

行
政
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

３
月
11
日
か
ら
始
ま
っ
た
定
例
町
議
会
に

お
い
て
、
平
成
25
年
度
予
算
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
議
会
開
会
の
冒
頭
で
佐
藤
町
長

か
ら
予
算
提
案
に
あ
た
り
町
政
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す

（
町
政
方
針
の
全
文
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
）。

地
域
社
会
は
、
一
定
の
周
期
で
変
化
を
繰

り
返
し
ま
す
。
道
路
や
橋
な
ど
も
含
む
公
共

施
設
全
般
の
老
朽
化
が
進
み
、
再
整
備
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
衣
食
住
の
一

つ
で
あ
る
住
環
境
は
、
民
間
借
家
の
絶
対
的

不
足
と
相
ま
っ
て
脆
弱
な
状
態
と
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
建
替
え
計
画
と
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
公
営
住
宅
の
整
備
を
積

極
的
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
は
か

つ
て
の
３
分
の
１
に
ま
で
減
少
し
、
集
落
に

よ
っ
て
は
高
齢
化
率
が
６
割
に
達
し
よ
う
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
単
に
見
守

る
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
人
と
人
と
の
「
関

係
」
を
重
視
し
、
そ
の
集
落
の
地
域
力
そ
の

も
の
を
向
上
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

課
題
は
多
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
な
す
べ

き
こ
と
は
、
町
民
と
と
も
に
作
り
上
げ
た
各

計
画
の
実
現
で
あ
り
、
新
た
に
発
生
す
る
課

題
に
対
し
ま
し
て
も
し
っ
か
り
対
応
し
て
参

る
所
存
で
す
。

q
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
目
的
活
動
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
館
」

を
拠
点
に
、
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
運
営

協
議
会
を
は
じ
め
、
基
幹
産
業
に
関
わ
る

団
体
や
町
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
大
通
り
に
賑
わ
い
を
作
り
出
し
、

地
場
産
品
の
Ｐ
Ｒ
と
販
売
に
向
け
た
取
り

組
み
を
更
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。
特
に
、

こ
の
２
年
間
に
お
い
て
催
さ
れ
た
七
夕
ま

つ
り
、
産
業
ま
つ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
ま
つ

り
や
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
年
間
を
通
じ
た

様
々
な
取
り
組
み
に
、「
物
産
」
と
「
食
」

を
テ
ー
マ
に
加
え
、
地
域
経
済
の
活
性
化

に
つ
な
げ
て
参
り
ま
す
。

w
廃
屋
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
空
き
家
等

の
整
理
に
よ
り
良
好
な
生
活
環
境
を
守
り
、

美
し
い
景
観
の
創
出
を
目
的
と
し
て
、
本

年
よ
り
空
き
家
等
の
撤
去
促
進
の
た
め
の

補
助
制
度
を
設
け
、
廃
屋
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
環
境
基
本
計
画
等
の
策
定

と
合
わ
せ
て
、
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
づ

く
り
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

平
成
25
年
度
　
町
政
方
針
（
抜
粋
）

美
し
く
て
美
味
し
い
町
に
・
・
・
３
年
目

町
民
と
と
も
に
作
り
上
げ
た

各
計
画
を
実
現

公
約
の
推
進

人
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り

活
動
支
援
事
業
の
推
進

引
き
続
き
行
財
政
改
革
を

積
極
的
に
推
進

【総務費】

・庁舎等維持管理経費　2,149万円

バスターミナル改修工事、庁舎耐震診断などに係る経費

・森の健康館管理業務　2,862万円

森の健康館の管理運営、水道施設改修調査設計などに係る経費

・空き家等撤去促進事業　1,000万円

良好な生活環境と美しい景観を創出することを目的に、空き家等を

撤去する費用の一部を補助

【民生費】

・認定こども園整備事業　4,047万円

社会福祉法人設立準備会補助金などに係る経費

・保育所運営経費　6,985万円

保育所運営委託料、新たに一時保育事業の実施などに係る経費

【衛生費】

・地域医療維持助成　7,000万円

住民の健康を守る地域医療を維持確保するため津別病院に助成

・ごみ焼却施設管理経費　3,290万円

一般廃棄物広域処理事業負担金などに係る経費

・一般廃棄物最終処分場管理経費　5,639万円

一般廃棄物最終処分場施設管理、土堰堤整備工事などに係る経費

【農林業費】

・町有林整備事業　5,341万円

施業計画に基づく造林事業等の実施に係る経費

・基幹作業道開設事業　2,300万円

林業専用道恩根１号線開設工事（L＝1.56d）に係る経費

【土木費】

・町営住宅整備事業　1,553万円

豊永団地屋根・外壁張替改修工事などに係る経費

・町道整備事業　7,609万円

町道104号線舗装補修工事などに係る経費

【消防費】

・防災対策経費　246万円

拠点避難所防災備品購入に係る経費

【教育費】

・津別高校振興対策事業　1,023万円

津別高校振興対策（バス通学費、校納金、教科書等の助成、

津別高校振興対策協議会への交付金）に係る経費

・教材・備品等購入経費　1,055万円

小中学校の保健体育、音楽、理科教材等の購入、PC更新に係る経費

・放課後児童クラブ経費　789万円

放課後児童クラブに係る経費

一般廃棄物最終処分場

町民の憩いの場・森の健康館

地域医療の拠点である津別病院

津別高校振興対策を継続

町営豊永団地

愛林のまちの木材資源

平成25年度の主な事業をお知らせします



空 き 家 等 撤 去 促 進 事 業 Ｑ ＆ Ａ

前
に
必
ず
業
者
へ
相
談
し
、
見
積
書
を
取

っ
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
の
事
業
は
、
20
件
分
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

申
請
が
多
い
場
合
は
、
翌
年
度
に
事
業

を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
事
業
の
活
用
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
役
場
の
担
当
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

の
お
知
ら
せ

奨
励
金

◎
新
築
住
宅
に
対
す
る
奨
励
金
額
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
（
カ
ッ
コ
内
は

改
正
前
）。

●
必
須
要
件

床
面
積
80
g
以
上
、
10
年
以
上
の
定
住

を
確
約
　
　
　
　
　
60
万
円
（
30
万
円
）

●
加
算
要
件

q
申
請
時
に
同
居
す
る
小
学
生
以
下
の

子
供
が
あ
る
場
合
　
20
万
円
（
30
万
円
）

w
町
外
に
２
年
以
上
住
ま
れ
た
方
が
持

ち
家
を
建
設
す
る
場
合20

万
円
（
30
万
円
）

e
住
宅
性
能
表
示
基
準
、
評
価
方
法
基

準
の
「
高
齢
者
等
配
慮
対
策
等
級
」
に

示
す
「
等
級
３
」
バ
リ
ア
フ
リ
ー
住
宅

基
準
を
満
た
す
場
合

20
万
円
（
30
万
円
）

r
町
内
で
加
工
さ
れ
た
製
材
、
木
材
を

床
面
積
１
g
当
た
り
０
・
１
k
以
上
使

用
し
た
場
合
　
　
30
万
円
（
変
更
な
し
）

※

必
須
要
件
の
60
万
円
に
、
該
当
す
る
加

新
築
住
宅

算
要
件
を
加
え
た
額
が
、
奨
励
金
額
と
な

り
ま
す
。

※

工
事
着
手
前
に
申
請
が
必
要
で
す
。

◎
中
古
住
宅
購
入
の
場
合
の
奨
励
金

の
基
準
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

●
建
物
の
固
定
資
産
税
課
税
標
準
額
が
、

１
５
０
万
円
（
改
正
前
は
２
０
０
万
円
）

以
上
の
中
古
住
宅
を
購
入
し
た
場
合
は
、

奨
励
金
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
売
買
後
１
年
以
内
の
申
請
が
必
要
で
す

（
課
税
標
準
額
は
、
固
定
資
産
税
の
納
付
書

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
　
商
工
観
光
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
５
６
、
２
５
９
）

「
新
築
住
宅
」「
中
古
住
宅
」
の
奨
励
金
に
、「
住
宅
改
修
」
の
奨
励
金
を
新
設
！

●
対
象
と
な
る
改
修
工
事
、
区
分
な
ど

・
町
内
建
設
業
者
が
請
負
う
改
修
工
事
で
、

奨
励
金
交
付
決
定
前
に
着
工
し
て
い
な
　

い
工
事

・
改
修
に
要
す
る
費
用
が
50
万
円
（
消
費

税
等
含
む
）
以
上

・
住
宅
の
増
築
、
改
築
、
住
宅
の
耐
久
性

を
高
め
る
た
め
の
改
修
工
事
、
塗
装
、

補
強
、
住
宅
の
居
住
性
を
高
め
る
改
修

工
事
、
環
境
負
荷
低
減
に
資
す
る
改
修

工
事
な
ど
。

※
詳
し
く
は
下
記
担
当
へ
の
お
問
い
合
わ
　

せ
又
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下

さ
い
。

●
受
付
期
間
な
ど

期
　
間

平
成
25
年
４
月
１
日

〜
４
月
30

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

時
　
間

８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分

場
　
所

産
業
振
興
課
商
工
観
光
グ
ル
ー

プ
（
役
場
２
階
中
央
）

※
受
付
期
間
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
受
付
で

き
ま
せ
ん
。

住
宅
改
修

※
申
込
書
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
事
業
概
要

・
奨
励
金
は
、
改
修
費
用
の
20
％
で
、
50

万
円
が
限
度
で
す
。

・
建
築
後
10
年
以
上
経
過
し
た
住
宅
の
改

修
工
事
で
、
改
修
後
10
年
以
上
の
定
住

を
確
約
さ
れ
る
方
を
対
象
と
し
ま
す
。

・
予
算
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

奨
励
金
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
受
付
期
間
内
に

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

奨
励
金
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
。

中
古
住
宅

津 別 町 空 き 家 等 撤 去 促 進 事 業

空き家
廃　屋

自主的に取り壊す方に

費用の一部を助成します
を

■
対
象
と
な
る
家
屋

３
年
以
上
使
用
し
て
い
な
い
、
ま
た
は

今
後
使
用
す
る
見
込
み
の
な
い
空
き
家
と
、

放
置
さ
れ
た
ま
ま
荒
廃
し
て
い
る
廃
屋
が

対
象
で
す
。
範
囲
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

（
店
舗
等
と
の
併
用
住
宅
を
含
む
）
と
そ
れ

に
附
属
す
る
物
置
な
ど
の
附
属
家
の
み
で

あ
り
、
工
場
や
倉
庫
は
該
当
と
な
り
ま
せ

ん
。

■
対
象
と
な
る
所
有
者

町
内
在
住
の
有
無
や
個
人
・
法
人
を
問

い
ま
せ
ん
。
所
有
者
が
代
理
の
方
に
申
請

を
依
頼
す
る
場
合
は
、
委
任
状
等
の
書
類

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
事
業

津
別
町
内
の
業
者
が
取
り
壊
し
を
行
う

場
合
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。
町
外
の
業

者
が
請
け
負
う
も
の
、
ま
た
、
個
人
が
行

う
も
の
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
金
額
・
補
助
額

対
象
と
な
る
工
事
金
額
は
50
万
円
以
上

で
す
。
補
助
額
は
、
工
事
金
額
の
２
分
の

１
以
内
と
し
、
50
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

実
質
の
補
助
額
は
、
25
万
円
か
ら
50
万
円

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
す
る
場
合
、
業
者
か
ら
の

見
積
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
申
請

全
国
的
に
も
空
き
家
や
廃
屋
の
増
加
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
居
住
者
が
お
ら
ず
、
充
分
な
管
理
が
さ
れ
て
い

な
い
こ
れ
ら
の
家
屋
は
、
町
の
景
観
を
損
ね
る
ほ
か
、
倒
壊
の
恐
れ
や
治
安
の
悪
化
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
で
は
、
良

好
な
生
活
環
境
を
守
り
、
美
し
い
景
観
向
上
の
た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
４
月
か
ら
こ
の
よ
う
な
家
屋
を
自
主
的
に
取
り

壊
す
方
に
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
「
津
別
町
空
き
家
等
撤
去
促
進
事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

住
民
企
画
課
　
住
民
企
画
グ
ル
ー
プ

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
５)

Ｑ
　
建
て
替
え
を
目
的
と
し
て
、

古
い
住
宅
を
壊
し
た
場
合
は
、

対
象
と
な
る
？

Ａ
　
住
宅
の
建
て
替
え
を
行
う

た
め
の
取
り
壊
し
は
対
象
外

で
す
。

Ｑ
　
取
り
壊
す
と
固
定
資
産
税

が
上
が
る
、
と
聞
い
た
の
だ

が
？

Ａ

住
宅
の
建
っ
て
い
る
土
地

は
、
税
の
軽
減
措
置
が
さ
れ

て
い
る
の
で
、
住
宅
を
取
り

壊
し
た
場
合
、
土
地
の
税
額

が
上
が
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
税
務
担
当
に
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

Ｑ
　
申
請
に
必
要
な
書
類
は
？

Ａ
　
申
請
書
類
一
式
は
役
場
の

担
当
課
に
あ
り
ま
す
。
業
者

か
ら
の
工
事
見
積
書
も
必
要

な
の
で
、
ま
ず
、
町
内
業
者

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。



津別町では、少子化対策の一環として北海道医療

給付事業の対象範囲を独自に拡大し、平成22年度か

らは、中学生までの入院・通院・調剤にかかる医療

費の助成をしていましたが、平成25年度からは、こ

れまで自己負担となっていた初診時一部負担金を含

めた医療費を助成いたします。

◎ 改めて手続きは必要ありませんので、今までどおり医療機関で支

払いを済ませ、領収書原本と印鑑、健康保険証を持参して国保担

当o番窓口で請求手続きをしてください。

◎ 今回の助成は、平成25年４月診療分からの領収書 が対象となり

ます。平成25年3月診療分までの領収書については、これまで同

様に初診時一部負担金を除く医療費が助成対象になります。

◎ 初めの請求の際に、助成金の振込み先口座の届出が必要ですので、

通帳を持参してください。

◎ 所得制限額(右表)を超

える方は、前回同様、医

療助成の対象になりませ

ん（詳細につきましては、

国保担当o番窓口にお問

い合わせください）。

580円

510円

270円

表1：初診時一部負担金一覧表

初 診 時

一 　 部

負 担 金

４月１日から中学生までの初診時一部
負担金を含めた医療費を助成します！

医療費の助成を受けるには

問い合わせ先 保健福祉課健康医療グループ国保担当o番窓口　†76－2151（内線229）

◎ 学校等で発生した事故によるケガについては、日本

スポーツ振興センターの災害共済給付が適用となりま

すので、役場の窓口には申請書を提出せず、各学校に

ご相談ください。

医 科

歯 科

柔 整

6,220 ,000円

6,600 ,000円

6,980 ,000円

扶養

親族等

の数

所 得 制 限 額

0 人

１ 人

２ 人

３ 人

４ 人

５ 人

7,360 ,000円

7,740 ,000円

8,120 ,000円

表２：所得制限額表

請求を忘れていませんか

◎ 乳幼児等医療費の助成請求期間は、受診月から２年以

内ですので、未請求の方は、お早めに請求してくださ

い。

小中学校内でのケガについて

◎
詳
し
く
は
、
建
設
課
水
道
住
宅
グ
ル
ー
プ
　
†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
５
４
）
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」
っ
て
何
？

町
有
林
の

「
森
林
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ
」

制
度
の
活
用
に
つ
い
て

間
伐
を
実
施
し
た
森
林
は
、

光
が
地
面
ま
で
届
き
、
樹
木

が
生
長
す
る
の
で
大
気
中
の

温
室
効
果
ガ
ス
で
あ
る
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）
を
多
く

吸
収
し
ま
す
。
Ｊ
‐
Ｖ
Ｅ
Ｒ

は
、
こ
の
間
伐
に
よ
っ
て
改

善
・
促
進
さ
れ
た
森
林
の
Ｃ

Ｏ
２
吸
収
量
を
、
環
境
省
が

価
値
と
し
て
認
め
、
企
業
な

ど
が
直
接
削
減
で
き
な
い
Ｃ

Ｏ
２
の
埋
め
合
わ
せ
分
（
「
オ

フ
セ
ッ
ト
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
」

と
い
い
ま
す
）
と
し
て
取
引

き
す
る
制
度
で
す
。

こ
れ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に

よ
る
温
暖
化
防
止
策
だ
け
で

は
な
く
、
新
た
な
収
入
源
と

し
て
間
伐
等
の
森
林
整
備
に

対
す
る
支
援
策
と
も
な
っ
て

い
ま
す
。
今
年
３
月
時
点
で

の
取
引
き
可
能
な
Ｃ
Ｏ
２
量

は
３
３
３
１
ト
ン-

Ｃ
Ｏ
２
と

な
っ
て
い
ま
す
。

温室効果ガス（CO2）排出企業
J-VERをカーボン・オフセット等に利用

プロジェクト実施事業者
津　別　町

埋め合わせ
（オフセット）

資金などの支援

クレジット

オフセット・クレジットの活用 オフセット・クレジットの創出

＋CO2

排出量の把握
▼

削減努力

どうしても減らせない
排出量

－CO2

他の場所での
削減・吸収量

問い合わせ先 産業振興課林政グループ　† 76－2151（内線259）

町
は
上
水
道
、
簡
易
水
道
の
給
水
区
域
以
外
の
地
域
（
水
道
未
給
水
地
区
）
で
飲
用

水
と
し
て
井
戸
水
、
沢
水
、
湧
水
な
ど
を
使
用
す
る
世
帯
を
対
象
に
、
水
質
検
査
費
用
、

浄
水
器
購
入
・
設
置
費
用
ま
た
は
井
戸
の
掘
削
等
の
費
用
を
助
成
す
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
公
衆
衛
生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図
り
ま
す
。

水水水水
道道道道
未未未未
給給給給
水水水水
地地地地
区区区区
のののの
水水水水
質質質質
検検検検
査査査査
やややや

水水水水
質質質質
改改改改
善善善善
費費費費
用用用用
をををを
補補補補
助助助助
いいいい
たたたた
しししし
まままま
すすすす

助
成
の
内
容

（
注
１
）
水
質
検
査
項
目
は
、
一
般
水
質
検
査
10
項
目
（
水
質
基
準
に
関
す
る
省
令
）：

一
般
細
菌
、

大
腸
菌
、
硝
酸
態
窒
素
及
び
亜
硝
酸
態
窒
素
、
塩
化
物
イ
オ
ン
、
有
機
物
量
、
Ｐ
Ｈ
値
、
味
、

臭
気
、
色
度
、
濁
度
で
す
。
こ
の
項
目
以
上
の
項
目
を
追
加
す
る
場
合
は
実
費
負
担
で
す
。

平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間

助
成
の
期
間

補
助
制
度

水
質
検
査

水
質
改
善

水
質
改
善
、

水
量
安
定

確
保

補
助
内
容

補
助
率

水
質
検
査

費
用

浄
水
器
購

入
・
設
置

費
用

井
戸
掘
削

等
工
事
費

用

補
助
金
額

全
額

１
／
２

以
内

１
／
２

以
内

摘
　
　
　
　
要

q
１
水
源
に
つ
き
１
回
で
す
。

w
検
査
項
目
は
一
般
検
査
10
項
目
で
す
（
注
１
）。

※
検
査
機
関
は
北
見
保
健
所
等
で
す
。

q
水
質
検
査
の
結
果
、基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

w
浄
水
器
は
水
質
基
準
の
超
過
項
目
を
除
去
で

き
る
性
能
が
あ
る
も
の
。

e
１
世
帯
に
１
台
。
た
だ
し
、
２
世
帯
で
も
厨

房
が
１
箇
所
の
場
合
は
、
１
世
帯
と
し
ま
す
。

q
水
質
検
査
の
結
果
、
基
準
を
超
え
て
い
る
こ
と
。

w
水
量
が
不
足
し
新
た
な
水
源
が
必
要
と
認
め

ら
れ
る
場
合
で
す
。

e
１
世
帯
に
つ
き
１
基
で
す
。

r
共
同
で
行
う
場
合
も
可
能
で
す
。

９
９
５
０
円

H
24
保
健

所
手
数
料

20
万
円

限
度

１
０
０
万

円
限
度



２
月
27
日
、
津
別
消
防
署
に
新
し
い
広
報
車

（
ト
ヨ
タ
・
ハ
イ
エ
ー
ス
／
乗
車
定
員
10
名
）
が
納

車
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
広
報
車
の
老
朽
化
に
伴
い
、
平
成

24
年
度
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
交
付
事
業
に

よ
り
配
置

さ
れ
た
も

の
で
す
。

新
し
い

広
報
車
は
、

消
防
署
の

防
災
・
防

火
に
関
す

る
広
報
活

動
や
、
収

容
能
力
を

活
か
し
て

現
場
へ
の

人
員
輸
送

な
ど
に
役

立
て
ら
れ

ま
す
。

３
月
８
日
、
青
葉
幼
稚
園
の
園
児
８
人
が
町
長

室
を
訪
れ
、
佐
藤
町
長
に
卒
園
式
の
招
待
状
を
手

渡
し
ま
し
た
。

可
愛
ら
し
い
来
訪
客
は
、「
20
日
の
卒
園
式
に
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
お
願
い
し
、
そ
の
後
、
町

長
と
し
ば
し
懇
談
（？）
。「
仕
事
で
が
ん
ば
り
た
い
こ

と
は
な
ん
で
す
か
？
」
と
の
園
児
か
ら
の
質
問
に
、

町
長
は
「
町
に
元
気
が
出
て
く
る
こ
と
。
み
な
さ

ん
が
、
こ
れ

か
ら
小
学
校

に
入
っ
て
、

元
気
に
育
っ

て
い
く
こ
と

が

一

番

で

す
」
と
答
え

て
い
ま
し
た
。

園

児

た

ち

は
、
最
後
に

町
長
と
握
手

を
し
て
、
部

屋
を
後
に
し

ま
し
た
。

防
災
・
防
火
に
活
躍

消
防
署
に
新
し
い
広
報
車
配
置

３
月
15
日
、
津
別
町
交
通
安
全
協

会
（
柳
瀬
輝
彦
会
長
）
か
ら
、
ラ
ン

ド
セ
ル
カ
バ
ー
35
枚
が
教
育
委
員
会

へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

遠
く
か
ら
で
も
よ
く
目
立
つ
黄
色

の
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
（
交
通
事
故

傷
害
保
険
付
き
）
は
、
こ
の
春
か
ら

小
学
校
に
通
う
児
童
の
交
通
安
全
を

願
っ
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
、
町
内
３

校
の
新
一
年
生
全
員
に
配
布
さ
れ
ま

す
。運

転
者
の
方
も
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
た
め
、
安
全
運
転
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
願
っ
て

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
寄
贈

青
葉
幼
稚
園
児
が
町
長
室
訪
問

卒
園
式
の
招
待
状
を
持
参

２
月
24
日
、
中
央
公
民
館
で
子
ど

も
た
ち
が
気
軽
に
科
学
に
触
れ
ら
れ

る
催
し
「
科
学
の
祭
典
」（
主
催：

津

別
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
雪
で
作
る
ア
イ
ス
や
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
空
気
砲
、
ゴ
ム
動
力

飛
行
機
な
ど
、
身
近
に
あ
る
材
料
を

利
用
し
た
様
々
な
遊
び
や
実
験
道
具

が
用
意
さ
れ
、
講
師
た
ち
が
分
か
り

や
す
く
指
導
。
子
ど
も
た
ち
は
、
興

味
津
々
の
様
子
で
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー

ス
を
見
て
回
り
、
楽
し
み
な
が
ら
科

学
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

楽
し
み
な
が
ら
科
学
を
学
ぶ

「
科
学
の
祭
典
」
開
催

津
別
町
議
会
議
員
と
し
て
、
永
く
ま
ち
づ
く

り
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
鹿
中
順
一
さ
ん
（
現
町

議
会
議
長
）
が
、
平
成
24
年
度
北
海
道
社
会
貢

献
賞
（
自
治
功
労
者
）
を
受
賞
し
、
３
月
15
日
、

町
長
室
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
に
39
歳
で
初
当
選
し
て
以
来
、
６

期
24
年
間
（
現
在
７
期
目
）
に
わ
た
っ
て
町
議

を
務
め
て
き
た
鹿
中
さ
ん
は
、
「
身
に
余
る
光

栄
で
す
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
の
は
、

町
民
の
皆
さ
ま
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
て
こ

そ
。
若
い
人
の
力
を
行
政
に
活
か
せ
る
環
境
づ

く
り
に
励
む
な
ど
、
今
後
も
津
別
町
の
た
め
に

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、

受
賞
の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

町
議
と
し
て
地
方
自
治
に
貢
献

鹿
中
順
一
さ
ん
に
北
海
道
社
会
貢
献
賞

３
月
14
日
、
Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
（
山
下
邦
昭
代
表
理

事
組
合
長
）
か
ら
教
育
委
員
会
に
、
小
学
校
高
学

年
向
け
の
補
助
教
材
「
農
業
と
わ
た
し
た
ち
の
く

ら
し
」
60
冊
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
が
平
成
20
年
か
ら
実
施
し
て
い
る

食
農
教
育
応
援
事
業
の
一
環
で
、
子
ど
も
た
ち
に

食
・
環
境
等
と
農
業
の
つ
な
が
り
を
意
識
し
、
農

業
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的

で
す
。
贈
ら
れ
た
教
材
は
、
町
内
３
小
学
校
で
５

年
生
の
社
会
の
授
業
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

寄
贈
を
受
け
た
林
伸
行
教
育
長
は
「
毎
年
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
有
意
義
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
、
お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。

食
農
教
育
応
援
事
業

Ｊ
Ａ
つ
べ
つ
か
ら
補
助
教
材
寄
贈

津別町人づくり・まちづくり活動支援事業募集のお知らせ

申請及び問い合わせ先 住民企画課　住民企画グループ　　†76－2151（内線215）

■募　集　期　間　　　　　平成25年４月１日（月）～５月31日（金）

■人づくり活動支援事業　　□対　象…町民が国内外で研修する事業

○補助額…補助対象経費の１/２以内（限度額　国内８万円、国外20万円）

■まちづくり活動支援事業　□対　象…町内の団体が既存の活動の拡充となる自主的なまちづくり活動を行う事業

○補助額…補助対象経費の総額以内（限度額　100万円　※下限額５万円）

■事業の承認

申請者は、必要書類提出後、審査会において審査委員に事業概要等を説明していただきます（プレゼンテ

ーション）。

そこでの審査の結果、事業が採択されます。

平成25年度
１回目

町では、『津別町人づくり・まちづくり活動支援事業』として、産業、福祉、芸術文化、ス

ポーツ、コミュニティー活動など様々な分野で地域の活性化を図ることを目的に、まちづく

りのリーダーの育成及び町民の自主的なまちづくり活動を支援しています。



平
成
10
年
12
月
に
津
別
町
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
、
以

来
、
５
期
15
年
に
わ
た
っ
て
地
域
福

祉
の
充
実
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
中
川

孝
敏
さ
ん
。「
住
民
と
行
政
の
橋
渡
し

役
と
し
て
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ

ば
と
思
い
、
こ
れ
ま
で
続
け
て
き
ま

し
た
」
と
、
そ
の
思
い
を
話
し
ま
す
。

津
別
生
ま
れ
の
中
川
さ
ん
は
、
津

別
小
学
校
、
津
別
中
学
校
を
経
て
昭

和
32
年
に
津
別
高
校
に
入
学
。
高
校

時
代
は
野
球
部
で
活
躍
し
ま
し
た
。

「
当
時
の
野
球
部
は
部
員
が
20
人
近
く

い
て
、練
習
も
き
つ
か
っ
た
で
す
よ
」。

昭
和
33
年
に
は
北
見
地
区
大
会
で
準

優
勝
す
る
な
ど
、
地
区
の
実
力
校
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

高
校
卒
業
後
は
、
い
く
つ
か
の
仕

事
を
経
て
、
お
兄
さ
ん
が
創
業
し
た

（株）
中
川
金
物
板
金
に
勤
務
。
61
歳
で

退
職
す
る
ま
で
永
く
会
社
の
発
展
に

努
め
ま
し
た
。

中
川
さ
ん
が
最
初
に
民
生
委
員
・

児
童
委
員
の
委
嘱
を
受
け
た
の
は
、

ま
だ
会
社
に
勤
め
て
い
る
こ
ろ
。「
相

談
や
援
助
が
必
要
と
思
わ
れ
る
家
を

訪
ね
て
話
を
聞
く
わ
け
で
す
が
、
と

き
に
は
訪
問
を
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。
私
自
身
が
何
か
を
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
の
で
、
住
民
の
声

を
中
立
な
立
場
で
行
政
側
に
伝
え
る

こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
」。

現
在
、
民
生
委
員
に
加
え
て
社
会

福
祉
協
議
会
副
会
長
な
ど
多
く
の
協

議
会
や
委
員
会
の
委
員
・
役
員
と
し

て
地
域
福
祉
の
た
め
に
奮
闘
す
る
中

川
さ
ん
。
こ
れ
ら
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
平
成
24
年
に
は
町
の
社
会
福
祉

功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
か
ら
は
町
の
よ
ろ
ず

相
談
の
相
談
員
と
し
て
、
隔
月
で
住

民
の
様
々
な
不
安
や
悩
み
に
向
き
合

っ
て
い
ま
す
。

「
妻
の
理
解
が
あ
っ
て
こ
れ
ま
で
や

っ
て
き
ま
し
た
が
、
も
う
歳
な
の
で

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
、
そ
ろ
そ
ろ
次

の
世
代
に
引
き
継
い
で
い
け
た
ら
と

思
い
ま
す
」
と
、
笑
顔
で
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

なかがわ　たかとしさん／昭和16年４月、津別町生まれ／71歳／旭町在住

さ
ん

民
生
委
員
・
児
童
委

員
を
５
期
15
年

中
川
　
孝
敏

【420】

問い合わせ先 †76－2151 税務担当（220・221）
収納担当（218）

問い合わせ先　保健福祉課　健康推進担当　† 76－2151（内線231）

食
事
と
運
動
、
そ
し
て
休
養
が
十

分
と
れ
て
い
る
か
が
、
健
康
生
活
の

カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
毎
日
だ
い
た
い
同
じ

時
刻
に
眠
り
、
６
〜
８
時
間
ほ
ど
で

自
然
に
目
が
覚
め
ま
す
。
人
は
寝
る

こ
と
で
休
養
を
と
り
、
日
中
に
た
ま

っ
た
疲
労
を
回
復
さ
せ
て
い
ま
す
。

健
康
生
活
を
送
る
た
め
の
睡
眠

（
快
眠
）
に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

◆
運
動
…
寝
る
３
時
間
前
の
運
動
を
　

習
慣
に
し
ま
し
ょ
う

運
動
習
慣
の
あ
る
人
に
は
不
眠
の

人
が
少
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま

す
。
無
理
の
少
な
い
早
足
の
散
歩
な

ど
の
有
酸
素
運
動
を
、
夕
方
か
ら
寝

る
前
３
時
間
く
ら
い
に
行
う
の
が
効

果
的
で
す
。

◆
入
浴
は
寝
る
２
〜
３
時
間
前
に

入
浴
に
よ
り
体
を
温
め
る
こ
と
が
、

深
く
て
良
い
睡
眠
を
導
き
ま
す
。
た

だ
し
、
寝
る
直
前
の
入
浴
は
寝
つ
き

を
悪
く
し
て
し
ま
う
の
で
、
寝
る
２

〜
３
時
間
前
の
入
浴
が
良
い
よ
う
で

す
。

◆
食
事
と
快
眠

朝
食
は
必
ず
と
り
ま
し
ょ
う
。
朝

食
を
と
ら
な
い
と
、
脳
が
エ
ネ
ル
ギ

ー
不
足
と
な
り
、
日
中
い
き
い
き
と

活
動
的
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
こ
と
が
夜
の
睡
眠
に
も
影

響
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
寝
る

直
前
の
夕
食
や
夜
食
は
、
そ
れ
を
消

化
す
る
体
の
働
き
が
寝
つ
き
を
悪
く

し
ま
す
。

◆
お
酒
と
タ
バ
コ

寝
酒
を
習
慣
化
し
て
い
る
方
が
い

ま
す
。
確
か
に
寝
つ
き
が
良
く
な
る

方
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
朝
早
く
目

が
覚
め
る
な
ど
、
明
け
方
の
睡
眠
を

妨
げ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
あ
ま
り
お

勧
め
し
ま
せ
ん
。
ま
た
タ
バ
コ
は
覚

醒
作
用
が
あ
る
た
め
、
寝
る
直
前
に

吸
う
と
寝
入
り
を
悪
く
し
ま
す
。

◆
15
分
の
昼
寝
で
快
眠
を

15
分
程
度
の
昼
寝
は
、
午
後
の
眠

気
を
解
消
し
、
夜
良
く
眠
れ
る
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。
し
か
し
昼
寝
が

長
く
な
る
と
逆
効
果
。
良
い
昼
寝
の

カ
ギ
は
時
間
で
す
。

健
康
的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
、

で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
快
眠
の
工
夫
を

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

野
球
で
全
道
大
会
を
目
指
し
ま
す

細
川
　
雅
生

さ
ん

ほそかわ　まさきさん／平成２年生まれ／レス

トハウスまる笑勤務／豊永在住

快
眠
で
十
分
な
休
養
を

確
定
申
告
の
内
容
で
誤
り
が
あ
っ
た
場
合

は
、
そ
れ
を
訂
正
す
る
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。

【
税
額
を
多
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
更
正
の
請
求
』
を
し
て
、
正
し
い
税
額

へ
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
手
続
き
は
、
所
得
税
確
定
申
告
提
出

期
限
か
ら
５
年
以
内
で
す
。（
平
成
23
年
分

以
降
の
所
得
税
に
限
り
ま
す
。
平
成
22
年

分
以
前
の
も
の
は
、
１
年
以
内
で
す
。）

平
成
24
年
分
の
所
得
税
に
つ
い
て
は
、
平

成
30
年
３
月
15
日
ま
で
請
求
が
可
能
で
す
。

【
税
額
を
少
な
く
申
告
し
て
い
た
と
き
】

『
修
正
申
告
』
を
し
て
正
し
い
税
額
に
修

正
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
修
正
申
告
に

よ
っ
て
新
た
に
納
め
る
税
額
に
は
、
過
少

申
告
加
算
税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
税
務
署
の
調
査

を
受
け
た
あ
と
で
修
正
申
告
を
し
た
り
、

税
務
署
か
ら
税
額
の
更
正
を
受
け
た
場
合

に
は
、
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た
場
合

に
比
べ
高
い
加
算
税
率
を
適
用
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

【
確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
】

確
定
申
告
を
忘
れ
て
い
た
と
き
は
、
直

ち
に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。
確
定
申
告
期

限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
告
を
『
期
限
後
申

告
』
と
い
い
、
こ
の
申
告
に
は
無
申
告
加

算
税
及
び
延
滞
税
が
賦
課
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。 確

定
申
告
が

間
違
っ
て
い
た
と
き
に
は

日
中
は
ア
ス
パ
ラ
や
ト
マ
ト
な
ど
を

栽
培
す
る
実
家
の
農
作
業
を
手
伝
い
、

夕
方
か
ら
は
共
和
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
ま

る
笑
で
働
い
て
い
る
細
川
雅
生
さ
ん
。

「
店
で
は
主
に
ホ
ー
ル
を
担
当
し
て
い

ま
す
が
、
接
客
の
仕
事
は
好
き
な
の
で

自
分
に
向
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
、

に
こ
や
か
に
話
し
ま
す
。

津
別
で
生
ま
れ
育
っ
た
細
川
さ
ん

は
、
津
別
高
校
を
卒
業
後
、
東
京
に
あ

る
音
楽
関
係
の
専
門
学
校
に
進
み
ま

す
。
し
か
し
、
事
情
が
あ
っ
て
１
年
で

東
京
を
離
れ
、
札
幌
で
の
生
活
を
経
て

２
年
前
に
津
別
に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。

一
度
離
れ
た
か
ら
こ
そ
、
故
郷
の
魅
力

に
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う

で
、「
の
ど
か
で
、
人
と
の
つ
な
が
り

が
感
じ
ら
れ
る
町
だ
な
と
、
改
め
て
思

い
ま
し
た
」。

中
学
、
高
校
と
野
球
部
で
活
躍
し
、

高
校
２
年
の
時
に
は
、
公
式
戦
で
サ
イ

ク
ル
ヒ
ッ
ト
を
記
録
し
た
こ
と
も
あ
る

細
川
さ
ん
。
今
は
津
別
イ
ー
グ
ル
ス
と

い
う
地
元
の
チ
ー
ム
に
参
加
し
、
野
球

を
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
、「
今
年
の

目
標
は
地
区
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
道
大

会
に
行
く
こ
と
で
す
」
と
、
意
気
込
み

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。



ふれあい公園パークゴルフ場は４月25日オープン予定です！

移
動
採
血
車
「
ひ
ま
わ
り
号
」

が
来
町
し
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
あ

た
た
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

実
施
日

４
月
15
日
（
月
）

場
所
・
時
間

役
場
議
事
堂
前

９
時
30
分
〜
11
時
50
分

13
時
00
分
〜
14
時
20
分

丸
玉
産
業
前

14
時
40
分
〜
15
時
30
分

い
し
ば
し
呉
服
店
前

15
時
50
分
〜
16
時
30
分

※
当
日
、
献
血
に
ご
協
力
い
た
だ
　

い
た
方
に
は
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
よ
り
卵
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課
健
康
推
進
担
当

†
76-

２
１
５
１

（
内
線
３
３
２
・
２
３
１
）

固
定
資
産
税
（
土
地
・
家
屋
）

の
縦
覧
を
、
４
月
１
日
か
ら
５
月

31
日
ま
で
（
土
・
日
・
祝
祭
日
を

除
く
）
住
民
企
画
課
税
務
担
当
の

窓
口
で
行
っ
て
い
ま
す
。

縦
覧
と
は
、
自
分
の
資
産
の
評

価
額
と
他
の
評
価
額
を
比
較
し
、

適
正
さ
を
検
討
し
て
も
ら
う
も
の

で
す
。

自
分
の
資
産
の
内
訳
（
土
地
・

家
屋
）
を
見
る
閲
覧
に
つ
い
て
は
、

通
年
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
24
年

中
に
固
定
資
産
の
名
義
を
変
え
た

方
や
家
屋
の
取
り
壊
し
の
あ
っ
た

方
に
つ
い
て
、
確
認
を
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
固
定
資
産
税
の
納

税
通
知
書
に
は
、
課
税
明
細
書
が

添
付
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
企
画
課

税
務
担
当
　
†
76-

２
１
５
１

（
内
線
２
２
０
・
２
２
１
）

悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く
し
、
明

る
く
住
み
よ
い
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
４
月
９
日(

火)

午
後
７
時
〜

場
所

町
民
会
館
・
講
堂

そ
の
他
　
交
通
安
全
標
語
の
表
彰
式

問
い
合
わ
せ
先
　
住
民
企
画
課

†
76-

２
１
５
１
（
内
線
２
１
６
）

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

住民企画グループ† 76－2151

FAX    76－2976

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

や
閲
覧
は
４
月
１
日
か
ら
で
す

献
血
に
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す

津
別
町
交
通
安
全
推
進

町
民
大
会
を
開
催
し
ま
す

子
ど
も
た
ち
を

交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う

住民企画課

住民企画

グループ

新
年
度
を
迎
え
ま
し
た
。
４
月

か
ら
小
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育
所

に
入
る
子
ど
も
た
ち
は
、
初
め
て

の
通
学
・
通
園
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

ま
す
。
ご
家
庭
で
も
、
今
は
お
子

さ
ん
に
交
通
ル
ー
ル
を
教
え
て
い

る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
子
ど
も
た
ち
は
ま
だ
、

何
が
危
険
か
を
判
断
す
る
た
め
の

知
識
や
感
覚
が
十
分
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
思
い
も
か
け
な
い
行
動

を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
を
交
通
事
故
か
ら

守
る
た
め
に
は
、
大
人
が
い
っ
し

ょ
に
身
近
な
道
路
を
歩
き
、
子
ど

も
た
ち
の
目
線
に
立
っ
て
、
道
路

に
は
ど
ん
な
危
険
が
あ
る
か
、
ど

う
し
た
ら
安
全
か
を
そ
の
場
で
何

度
も
繰
り
返
し
教
え
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

自
動
車
を
運
転
す
る
方
は
、
学

校
や
幼
稚
園
・
保
育
所
の
前
を
通

る
と
き
や
、
子
ど
も
た
ち
を
見
か

け
た
と
き
は
、
す
ぐ
に
止
ま
れ
る

よ
う
に
ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
を
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。

◎燃料油の盗難被害～津別町

２月４日の深夜、津別町字活汲にある施設のホー

ムタンクから灯油が抜き取られる事件が発生しまし

た。約500リットルの量を抜き取られ、タンク内は

ほとんど空の状態でした。

１月にも同様の事件が複

数件発生しており、燃料油

の高騰から今後も発生する

おそれがあります。

不審者や不審車両を見か

けたときは、ただちに110

番又は美幌警察署まで通報

をお願いします。

◆美幌警察署 †72－0110

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス
美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載し
ています。内容については各防犯協会または警察署にお
問い合わせください。

問い合わせ先 建設課水道住宅グループ
†76－2151（内線253）

みなさんに水道水を安全に飲んでいただくた

め、水道法に基づく水質検査を毎月行っていま

す。その検査項目や検査頻度を記載した「水質

検査計画」の閲覧を下記により行っています。

閲覧はいつでもできますのでご覧ください。

水質検査計画の公表について

閲覧場所　建設課（２階２番窓口）

◎利用期間 ４月25日(木）～10月31日（木）

（気象状況等により変更になる場合があります）

◎定 休 日 毎週火曜日(４月30日・10月29日は営業します）

◎利用時間 4月、5月：午前８時～午後７時

6月～8月：午前７時～午後７時

9月　 ：午前７時～午後６時

10月　 ：午前８時～午後５時

◎使用料 （町内の小中高生は無料です）

シーズン券販売～４月17日から販売をします。

場　所 中央公民館　

（月～金　午前９時～午後５時まで）

持ち物 顔写真・券代金

◎利用期間 ５月１日（水）～10月31日（木）

◎休 館 日 毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）

◎利用時間 平　日　午前10時～午後８時30分

（午前11時50分～午後1時・午後4時50分～午後6時は休憩時間）

土・日・祝日　午前10時～午後５時　　

（午前11時50分～午後１時は休憩時間）

シーズン券の受付 ４月22日～26日までは中央　　

公民館、５月１日以降は温水プールで随時受付

持ち物 顔写真・印鑑・身分証明書・券代金

（更新の方は券代金のみ）

◎問い合わせ先　中央公民館 生涯学習課　†76－2713

◎利用期間 5月３日～10月27日までの土・日・祝祭日

7月20日～8月20日までの期間

◎利用時間 午前10時から午後6時まで　　　　　　　　　　

◎利用料金 町民の方は団体料金で利用できます　

昨年のシーズン券ホルダーの返却をお願いします！

�

グレステンスキー場は
5月３日オープンです！

本岐地区多目的公園パークゴルフ場は４月29日から11月３日までオープンします！

温水プール「すいむ」は
5月1日オープンです！

元五輪選手岩谷高峰さんの講習会も予定しています

・ 8月 1日（水の日）

・ 9月16日（敬老の日）

・10月14日（体育の日）

・10月31日（プール納め）

・５月 1日（プール開き）

・５月 5日（子どもの日）

・６月27日（オープン記念日）

今年のすいむ無料開放日

再任用職員の配置について

４月１日より、本岐・相生
地区の消防力を維持し、地域
住民の安全・安心を図るた
め、津別消防署を退職した３
名を交代で第３分団（本岐・
相生地区担当）に配置するこ
とになりました。
※勤務時間　8:30～17:15

津別消防署

平成25年刑法犯認知状況
（2月末現在）



年金ミニ知識
問い合わせ　戸籍・年金担当

†76－2151 内線222、223

▼学生納付特例制度があります

学生納付特例とは、所得がない

学生の方が、将来、年金を受け取

ることができなくなることや、不

慮の事故等により障害が残ってし

まった場合に、障害基礎年金を受

けることができなくなることを防

止するため、本人の申請により保

険料の納付が猶予される制度で

す。

▼ 学生納付特例を受けると年金　

受給資格に算定されます

学生納付特例を受けずに「未納」

にしていると、将来の障害基礎年

金や遺族基礎年金、老齢基礎年金

の受給に際し、未納期間が保険料

納付の資格期間から除外されてし

まいます。

▼手続きはとても簡単です

手続きには年金手帳、学生証ま

たは在学証明証、印鑑が必要です。

学生の皆さん！ご存知ですか

【住宅用火災警報器はつけましたか？】

町内の電器店で取り扱っていますので、お尋ねください。

統一標語『 消すまでは　出ない行かない　離れない』

４月20日から４月30日までの11日間

■問い合わせ先 津別消防署 †76－2189

１．サイレン吹鳴　　　　　４月20日～４月26日　午後７時

２．消防車による町内広報 ４月20日～４月30日

３．防火パレード　　　　 ４月20日（土）午後１時～

（消防団・外郭団体等）

４．防火・救急教室　期間中に随時実施

問い合わせ先 住民企画課住民企画グループ　† 76－2151

春の全国交通安全運動
４月６日（土）～４月15日（月）

登録料　１頭につき 3,000円

（登録は犬の生涯に１回です）

注射料　１頭につき　３,040円

（注射は毎年１回必ず受けなければなりません）

平
成
25
年
度
の
狂
犬
病
予
防
注
射
と
畜
犬
登
録
を
、
次
の
日
程

で
実
施
し
ま
す
。
犬
を
飼
っ
て
い
る
方
は
、
最
寄
り
の
会
場
ま
で

犬
を
連
れ
て
く
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
状
況
に
よ
り
時

間
が
遅
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。

な
お
、
都
合
に
よ
り
最
寄
り
の
会
場
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
は
、
ほ
か
の
会
場
で
も
受
付
で
き
ま
す
の
で
、
必
ず
予
防
注

射
と
登
録
を
行
う
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
犬
の
体
調
が
心
配
な
方
は
獣
医
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
獣

医
師
の
判
断
で
注
射
を
猶
予
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

問い合わせ先 住民企画課住民企画グループ †76－2151（内線217）

料　　金　　表

保険証更新日程表（土・日・祝日は除きます）

�

「
あ
る
会
社
の
サ
イ
ト
上
で
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
た
人
の
個
人
情
報

が
流
出
、
別
の
サ
イ
ト
で
公

開
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
」
と
の
記
事
が
新
聞
に

載
っ
て
い
ま
し
た
。

以
前
、
そ
の
会
社
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
答
え
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
際
に
住
所
や
氏
名

を
記
入
し
た
が
、
ど
う
対
処

す
べ
き
か
？

本
来
、
個
人
情
報
を
管
理

す
る
「
権
利
」
と
「
責
任
」

は
自
分
自
身
に
あ
り
ま
す
。

個
人
情
報
を
提
供
し
た
時
は
、

そ
の
内
容
・
時
期
・
提
供
先
な
ど

を
記
録
し
て
お
く
の
が
賢
明
で
す
。

個
人
情
報
の
流
出
事
故
が
発
生
し
た

際
に
も
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
流

出
し
た
の
か
問
い
合
わ
せ
る
手
が

か
り
に
な
り
ま
す
。
流
出
し
た
個

人
情
報
を
全
て
回
収
す
る
の
は
無

理
か
も
？

流
出
に
よ
る
、
迷
惑
メ
ー
ル
や

い
た
ず
ら
電
話
に
悩
ん
だ
時
は
、

ア
ド
レ
ス
・
番
号
の
変
更
も
検
討

し
ま
し
ょ
う
。

◎
消
費
生
活
の
ご
相
談

美
幌
消
費
者
協
会

†
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
72-

０
３
６
６

※
月
〜
金
曜
日（
祝
祭
日
を
除
く
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時 産業振興課

商工観光担当
†76－2151
（内線258）

自
分
の
情
報
が
流
出
し
た
か
も
？
　

Q
Q
&

Q
＆
�

消
費
生
活
相
談
�

ＱA

全国健康保険協会（協会けんぽ）

北海道支部の平成25年度保険料率は

10.12％に据置きとなります。

今後も保険料率を上げないために

は、皆さまの健康管理・健康づくり

が大切です。協会けんぽでは、被保

険者様（本人）には、ガン検診の内

容を含む検査項目が豊富な「生活習

慣病予防健診」を、被扶養者様（家

族）には手軽に受診できる「特定健

診」をご用意しておりますので、ぜ

ひご利用ください。

問い合わせ先
全国健康保険協会北海道支部
†011－726－0352（代表）
http://www.kyoukaikenpo.or.jp/

全国健康保険協会
からのお知らせ

春先は空気が乾燥し、火災が発生しやすい季節です。小さな火が大

きな火災につながりますので、火の取り扱いには充分注意しましょう。

運　　動　　の　　重 点
q子どもと高齢者の交通事故防止

w自転車の安全利用の推進（特に、自転車安全利用五則の周知徹底）

e全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

r飲酒運転の根絶　tスピードの出し過ぎ防止

［全道統一行動日］

4月6日(土)セーフティコール

［交通事故ゼロを目指す日］

4月10日(水)

≪更新手続きの方法≫

【必要なもの】保険証、印鑑

※４月から社会保険になる

方は、国保の喪失届が必

要です。

問い合わせ先　 保健福祉課健康医療グループ国保担当　†76－2151（内線229）

国民健康保険（退職者医療も含みます）の保険

証の更新を右記の日程表のとおり行います。

必ず期日までに更新の手続きをしてください

（75歳以上の方は対象となりません）。

なお、特別な理由もなく保険税を納めない人に

は、有効期限の短い保険証が交付されることにな

ります。また、納期限から１年を過ぎても滞納を

続けていると、保険証を返却願い「被保険者資格

証明書」が交付され、病院にかかるときはいった

ん10割の医療費を支払うことになります。

未納がある方は、役場国保担当または収納担当

にご相談ください。

畜犬登録・狂犬病予防注射実施日程表


